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１０月１９，２０日は，全国から「〇〇の小京都」といわれる

市町の代表が重伝建地区に集まり，全国京都会議が開催

されました。ちなみにたつの市は「播磨の小京都」といわれ

ています。 

さて写真は，20日に 4年生の子どもたちが，全国から

来られた皆様に対して，龍野城にかかわる謎について調べ

たことを説明しているところです。写真のチームは「狭間」を

説明するために，実際のお城と同じように長さを測り，狭間

のモデルを作りました。お客様に体験していただきながら説

明をしました。 

この紹介をするまでに 9月から 2

週間をかけて 1学期に見学した龍野

城にかかわる建物のうち，関心をもっ

た場所について再調査をしています。

長さや高さを図ったりインタビューをし

たりして情報を集めたのです。 

 

さらに，情報を伝えるために，9月下旬から 10月

中旬にかけて，その得た情報を伝えるために，空き教

室を「龍野城なぞ解き資料館」にするための作業に

取り組んだのです。10月 20日は，その具体作品や

タブレットで編集した資料をクイズ形式で紹介しまし

た。 

4 年生の子たちの工夫した説明に，全国から本校

に訪問された方々がとても笑顔になられました。 

 

【4年生】 全国京都会議の皆様に説明しよう 
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龍野小学校の北館とカラタチの垣根の間に昭和 40年度の卒業生がつくった「岩石園」があります。3年生の

子どもたちが，６月末の国語で考えた手紙を書きました。この手紙を龍野学夏号で校区の皆様に回覧したところ，

当時の岩石園づくりに関わった地域の皆様がお集まりくださり，修復作業が実現しました。 

9 月中に岩石園の草引きや落ち葉掃除を終えておき，10 月 2 日，地域の方から，岩石園のできた由来や当

時の様子を教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当時の様子を知った 3 年生の子どもたちは，自分たちの力で修復することにチャレンジしました。約 1 週間を

かけて，ひび割れのあるところを補修したり，セメントが無くなってしまっているところに新たにセメントで修復した

りしました。27 人の子どもたちがかわりながら取り組む作業。時間を忘れほど，みんなは楽しみながら作業をしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 10 日には，ペンキを塗る作業をしました。地域の方のアドバイスをうけながら，ペンキを塗っていくと，当

時の「富士山」がよみがえってきました。（この様子は神戸新聞 10月 18日付に掲載されました。） 

 

仕上げは，揖保川の石をならべる作業です。昭和 40

年当時も川原から石を集めてきたということで，みんな

も同じように作業をしました。「約 60年後の未来から来

た子どもたちによって，よみがえった岩石園の「富士山」。

子どもたちはこの岩石園に名前をつけました。「みなくる

岩石王国」です。「みなくる」とはミラクルを少しもじって

「みなくる（みんなが来る）」という意味をこめているそう

です。 

 

 

【3年生】  岩石園の富士山を修復しよう 



 

 

 

 

 

5年生の子どもたちは，7月に龍野北高校の総合デザイン科との交流授業でたつの市の地場産業である天

然皮革にふれたことをきっかけに，皮革に関心をもちました。（11月に行われる皮革ファッションショーにも数名

が出演予定です。） 

10月になり，お城

の甲冑や歴史資料館

の刀筒にも皮革が使

われていることを確認

し，まだたつの市には

皮革資料館がないこ

とから，ネット上に皮

革資料館をつくろうと

いうことになりました。 

龍野地区には皮革工場が無いため，10月 18日，バスに乗って皮革工場を見学しました。事前に，原皮，なめ

し方，職人技をチェックすることなどを話し合っていたので，充実した取材ができました。なめし方の違いで厚みの

ある革ができるのです。たつの市には自衛隊の靴に使用される皮革もあり，工場見学でふれた革との違いも理

解できました。 

グループ別の資料館に整理していく過程で，新たな疑問も生まれました。人工皮革についてです。新たな疑問

の解決に向けて，みんなで協力して情報を集めたいです。11月 14日には食肉センターも見学し，命のつながり

について考えを深めたいと思います。 

 

 

 

 

 

９月末から 10月上旬にかけ

て，重伝建地区を歩きました。

小さなころから見慣れた景色で

すが，まちづくり保存会が作成

したガイドｂｏｏｋをもとにまわる

と，例えば，卯建（うだつ）でも

江戸時代のものと現代風にア

レンジしたものがありました。気

になったことはインタビューで解

決しました。 

10月中旬からは，重伝建地

区のおすすめどころを整理し，

自分がもっと知り，伝えたいも

のについて考える時間をもちま

した。同じ思いをもつ子でグル

ープをつくり，紹介動画のため

【5年生】 皮革資料館で天然皮革のよさを伝えよう 

【６年生】 「重伝建地区」の魅力を探ろう 



の計画（絵コンテ）を作成しました。取材を効果的に進めるために，10月 25日には朝日小学生新聞の記者さ

んとオンラインミーティングを行い，直接アドバイスも受けています。 

自分でまちを歩き，まちの人とも対話しながら「重伝建」の魅力に気付いてほしいと思います。動画はグループ

3分で 9グループなので，約 30分程度になりそうです。 

 

 

 

 

 

 

地域の皆様へ 

 

11月 30日（木）2校時（9時 30分開始）に 3年生以上の子どもたちが 4月から学ぶ龍野

学の発表を行います。ひとりでも多く参観していただき，子どもたちの龍野学での学びをお知りい

ただければ幸いです。 

１ 時間  午前 9時 30分より 45分間 

  ２ 発表場所 

3年生は，岩石園（現 みなくる岩石王国 雨天は北館 3階の 3年生教室）周辺で行います。 

4年生は，北館 3階の学習室（西側）に資料館をつくっていますので，そこで行います。 

5，6年生は,北館 2階の各教室で行います。 

 

３ その他 

・1，2年生は，龍野こども園 5歳児さんとの交流会（おもちゃランド）の予定です。 

 

この件に関する問い合わせ 

                            龍野小学校 教頭まで  （電話 ０７９１－６３－１３７１）  

 

11月３０日に龍野学での学びを発表します 


